
18広報やながわ 2026.4 月19 広報やながわ 2026.4 月

家族連れなどたくさんの人が訪れた e スポーツ体験会

　2 月 15 日、水都やながわで白秋朗読コンクールの
本選を開催しました。昨年 1 月 25 日に始まった北原
白秋生誕 140 年記念事業のフィナーレを飾る催し。
応募総数 167 人の予選を勝ち上がった 10 代から 70
代の男女 20 人が全国から集結。白秋の抒情小曲集

「思ひ出」の序文から抜粋した課題を約 600 人の観客
や俳優の檀ふみさんら審査員の前で堂々と朗読しまし
た。市内で活動する音訳ボランティア「オルゴール」
の山田由

ゆ み こ

美子さん（江曲）が奨励賞を受賞しました。

秋朗読コンクールの本選を開催
市内からは山田由美子さん（江曲）が奨励賞

「思ひ出」の序文の課題四を朗読する山田さん

白

ちかどま
身近な話題などお知らせください。情報をお待ちしています。

【問】人事秘書課秘書広報係 （☎ 0944・77・8402）

ポートレ

　2 月 7 日、水都やながわで東京大学の本郷和
か ず と

人教授に
よる「『立花宗茂と誾千代』～戦国最強の夫婦～」と題し
た講演会が開催され、約 600 人が参加しました。本郷教
授は宗茂の強さに「人間力」を挙げ、部下から慕われてい
たことなどを紹介。妻誾千代も「女性が活躍する時代の大
河ドラマにふさわしい」と歴史研究者の目線から戦国最強
の夫婦の魅力について話しました。タレントの小雪さんは

「魅力的な人物たちを誰が演じるのか、想像するのも楽し
いですね」と大河ドラマ実現に願いを込めました。

河ドラマの主人公にピッタリ
本郷和人教授による歴史講演会を開催

本郷教授（中央）が冗談も交えながら会場を盛り上げた本郷教授（中央）が冗談も交えながら会場を盛り上げた

大
　2 月 10 日、水都やながわで市教育論文表彰式が開
催されました。市教育論文は、教員が学校教育につい
て考え、取り組み、その成果を共有することでさらな
る発展を図ることを目的として毎年実施。垂見小学校
の金子明

あ け み
美教頭とやまと小学校の草野悠

ゆ う ご
互教諭の論文

が最優秀賞を受賞しました。金子教頭は「これまでの
取り組みを評価していただき、自信につながります。
今後も子どもたちと教職員のためになるような働き方
改革を進めていきたい」と意気込みを話しました。

の学校教育の発展に貢献
市教育論文表彰式を開催

白秋ホールで表彰を受ける金子教頭（右）白秋ホールで表彰を受ける金子教頭（右）

市

　2 月 22 日、市民団体「道守柳川ネットワーク」と市
は水落ち期間中の城堀周辺で “堀と道” クリーンアップ
大作戦を実施しました。柳河や城内、沖端地区の住民や
川下り事業者、柳川高校など約 2000 人が参加。堀底に
下りて水草を取り除いたり、ごみ拾いをしたりするなど、
まちをきれいにするための活動に励みました。柳川高校
1 年の松浦琉

りゅうと
斗さんは「初めて参加した。みんなで話し

ながら掃除をするのも楽しい。観光客にきれいになった
柳川を楽しんでもらいたい」と話してくれました。

れいな柳川でおもてなし
16回目のクリーンアップ大作戦を決行き【上】みんなで協力し合って、掘割と道の両方をきれいに

【下】沖端地区でダバを履いて水草を取り除く参加者

　緒方記念科学振興財団が市内 14 小学校に理科教
材を、6 中学校に寄付金 60 万円を贈りました。平成
8 年から中学校、19 年からは小学校へも寄付を続け
る同財団。2 月 13 日、市役所柳川庁舎を訪れた緒方
祐
ゆうすけ

介理事長は、「子どもたちが新しいことに気付き、
笑顔が生まれる姿が大好き。理科教育に役立ててもら
えれば」と毎年続ける寄付に込めた思いを話しました。
松永市長は「子どもたちの理科教育の振興にいかした
い」とお礼を述べました。

科の楽しさを子どもたちへ
緒方記念財団が小中学校へ理科教材寄付

寄付金と理科教材を松永市長に贈った緒方理事長（右）寄付金と理科教材を松永市長に贈った緒方理事長（右）

理 楽しみ、交流し、学んだ一日
合併20周年記念事業eスポーツイベント

　水の郷で 2 月 28 日に合併 20 周年記念事業 e スポ
ーツイベントを行いました。家族連れや友だち同士な
ど約 200 人が来場し、格闘ゲームで競ったり、リズ
ムゲームなどさまざまなゲームを楽しく体験。ゲーム
との正しい付き合い方も学んだりして e スポーツを満
喫しました。やまと小 6 年の田中恵

け い と

人さんは「いろん
なゲームを楽しみにきた。太鼓の達人やストリートフ
ァイターが特に面白かった。また遊びにきたい」と話
してくれました。

　中山小６年の陣内友
ゆ う り

里さんが「2025 年 世界ハビタッ
ト・デー記念絵画コンクール」で国連ハビタット賞の
銀賞に輝きました。同コンクールには中国やベトナム
など９カ国から 594 点の応募があり、陣内さんは３年
連続の受賞となりました。２月 19 日に橋本教育長へ報
告に訪れた陣内さんは「３年連続の受賞はびっくりし
た。家を列車に見立て、学校や病院、仕事場、保育園
などがそろっている理想のまちを表現した。中学生に
なっても絵を描き続けたい」と感想を述べました。

の理想の家やまちを表現
中山小の陣内さんが国連ハビタット賞銀賞

国連ハビタット賞銀賞を受賞した陣内さんの作品国連ハビタット賞銀賞を受賞した陣内さんの作品

私
画像提供　国連ハビタット画像提供　国連ハビタット


